
35．スマトラのバタク暦 

近所の知人に骨董市で入手したという“あるもの”を見せて頂いた。直径 4cm、高さ 10cm

位の竹筒の上に馬(？)に跨がった人物の素朴な木彫りが乗っているものだ。竹筒の表面に

は 12列×30行の表と、各要素には∞や○や×などの記号めいたものが刻まれている。全

体的に精巧なものではないが、興味をそそるものだ。知人はどういうものかわからないが

暦ではないかという。 

ネットで調べてみようと思い、何と検索しようかとしばらく考えてから、「世界の暦 竹

製」で検索すると幾つか出て来た。その中で、「こよみの学校 第 77 回『スマトラのバタ

ク暦－サソリが厄日のしるし･･･』（https://www.543life.com/campus77.html）が目に付い

た。開いてみると“当たった”ような気がした。図が載っていて上述の記号と似ている。

その内容の概略は次のようなものだ。 

 

スマトラのバタク暦 インドネシアのスマトラ島北部に住むトバ・バタク族の間では木

や竹で作られた暦が使われていた。竹製の円筒形のものや、彫刻がほどこされた木片に短

冊形の竹を 12 本取り付けたものもあり、今では両者とも土産物として人気。かつては瓢

箪型の木の表面に暦を刻んだものや、蛇腹に畳んだ豆本のような木製暦もあった。形は異

なれ、ポルハラアンとよばれる暦はひと月30日の12ヵ月からなる1年360日の暦である。 

バタク族はバタク高原にあるトバ湖周辺に居住。バタク語にはインド起源と考えられる

固有の文字があり、暦にはさまざまな記号がつかわれている。 

暦の記号の中で目を引くのはサソリ。毎月必ず登場し、頭、胴、尻尾からなり、それぞ

れ 1 日、2日、1日の計 4日分を占める。この期間は厄日ないし忌日とされ、儀式は避け

る。そのルーツもインドとされ、ポルハラアンのハラはバタク語でサソリを意味し、サン

スクリット語のカラ(時)に通じているとする解釈がある。バタク暦はサソリを中心に循環するインド伝来

の時間概念を引き継いでいる。 

次に目立つのは 00 の記号。果実の熟す日で結婚にもふさわしい日。網目模様の記号も点在。これは魚

網を意味し、トバ湖での漁に適した日とされている。月に 3 日から 10 日までのバリエーションがある。

年に 2回しかあらわれない記号もある。9月 8日と 10月 10日で、これは吉日で、あらゆる贈り物を交換

する日と定められている。このようにポルハラアンは通常 1年 360日の 12ヵ月からなる循環暦ですが、

閏月を入れた 13ヵ月分のものもあるようです。 

 

言うまでもなく、暦は日常生活と密接に関係している。そのことがよくわかる内容だ。360 日では誤差

が大きすぎるから閏月を入れたものと併用でもしていたのだろうか。それとも、天体観測からどこかで帳

尻をあわせていたのだろうか。 

ウィキペディアで「スマトラのバタク族」を調べる

と、「現代のインドネシアにおいて、バタック人は教育

熱心で、特に教師、技師、医師、法律家などの専門的

な職業を多く得ている。トバ・バタック人は、その織

物、木彫り、装飾

した墓石が伝統的

に有名である。彼

らの埋葬と結婚の

伝統は、大変意味

深く、複雑」とあ

る。これも興味深

い内容だ。優秀な

民族なのだろう。 

いずれにしても

興味深い面白い土

産品だ。 


